
 
 
 
 
 
 

 

 

“ＩＪＵ応援団だより“では、ＩＪＵ応援団のみなさんを掲載しています。 

今回は、三
さん

瀬川
ぜがわ

むらおこし協議会
きょうぎかい

です！！ 
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～↓↓三瀬川むらおこし協議会からのメッセージです↓↓～ 

 
 
  
 
  
 
 

 

 

 
 

～↓↓三瀬川にＩターンされた向井さんからのメッセージです↓↓～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

周東町三瀬川地域は、人口 107 人、世帯数 60 戸（平成 20 年

5 月現在）で、四方を山に囲まれた自然豊かな地域です。 

田舎だからこその“ひとの良さ”、“自然の中での住みやすさ”

がここにはあります。 

高齢化が進む中、地域みんなで協力しあい、知恵を出し合っ

て地域を守る、都会では決して感じることのできない一体感のあ

る、心が通じる地域です。 
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周東町三瀬川地域ってどんなとこ?? 

ココ!! 

協議会を発足して19年経過しましたが、毎月行われる“村おこ

し会”は未だ一度も開催されなかったことはありません。 

人は集まることでお互いの心が解け合い、知識の交流、又笑う事、

話す事により健康維持につながるのではないでしょうか。 

 時には知識人、芸能人を呼び、苦労話や新知識を得るなど、又は

共同作業をすることで地域内の事情も把握出来て、その対策に皆さ

んの知恵を絞り解決に努力しています。 

 昨年末に三重県からＩターンして来られた、向井さん夫婦と子ど

もさんの３人も地域の事業や会議に参加して、地域の中に溶け込

み、進んで活躍しておられます。 

 これからも健康と長寿を資本に、本協議会を続けて行きたいを思

います。 

 

三瀬川の皆さんは良く笑い、活き活きとしている方ばかりです。

私達夫婦と１歳半の娘は、ジネンジョウ芋の栽培を主に農業で 
生計を立てていく決心で、三瀬川へ引っ越してきました。 
山や田畑に恵まれた自然の中で働ける事と、地域の皆さんに大

変親切にして頂き、とても気持ちよく暮らしています。 

～市長と語る会～ 

～三瀬川町並み～ 

～村おこし会～ 



～相談員ぶらり日記～ 

 

 

 

I ターン体験者を紹介します！！     

            

 

 

 

 

 

～相談員ぶらり日記～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ～お知らせ～ 

『IJU（移住）応援団交流会』を開催を予定しています!! 

     現在、IJU 応援団の登録件数は 8 件となりました。そこで、事務局では、応援団の交流会を開催して

はどうかと考えています。 

交流会の内容としましては、各応援団の紹介・県市の取り組み状況の説明・ＵＪＩターンの事例、参

加者による意見交換等を自由に行っていただけるような会をイメージしています。実際、移住された方

なども一緒に参加していただき、移住者の観点からみた、本市への移住についてなどの話も聞くことが

できればいいなと思っています。 

また、詳細が決まりましたらお知らせいたしますので、みなさんの参加をお待ちしています。 

 

編集後記 
次回発行予定は8月です。お楽しみに。（石高） 

小林 識史さん 

岩国市周東町樋余地在住 

平成 16 年三重県から I ターン 

 

 

錦町府谷でホタルまつりが行われます!! 

☆日 時  

平成 20 年 6 月 14 日（土）18：00～ 

☆場 所 

錦町府谷 府谷公民館 

☆内 容 

神楽上演、ふるさと市 

※清流線ホタル列車利用者には芋掘りや 

抽選会などあります。 

☆お問い合わせ 

岩国市錦総合支所地域振興課 

   tel 0827-72-2110 

◇チェーンソーアートを見せていただきました!! 

村上さん（美和町釜ヶ原在住）のお宅でチェーンソーアートを見せていただき

ました。 

杉や松等の柔らかい木は、細工するのにちょうどよく、材料には事欠きません。

『作って見れば、イメージ通りには行かないこともあるけれど、仲間といっし

ょにやってみるのも楽しいですよ。』とお話してくれました。 

まず地域の人

と馴染んでい

くことが大事

かと思います。

★イベント情報★

◇由宇トマトの栽培風景を見せていただきました!! 

石丸さん（由宇町神東地区在住）のトマト畑を見学させていただきました。 

石丸さんは、由宇トマトを作り始めて就農して4年の由宇トマト栽培の担い手 

です。 

量を多く取ることより、トマトの苗をゆったりとした間隔で植えることで、 

光を十分に当てて品質の良い物が取れるよう努めてこられました。 

現在 20ａ、合わせて5.000本のトマトを栽培中です。 

それぞれのハウスの栽培時期をずらして、４～7月と10～2月の年２回収穫、 

出荷しています。これからも美味しい由宇トマトを作り続けたいと抱負を語られ 

ていました。 

 

石丸さんの畑の様子↓ 

チェーンソーアート↓ 


